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第３章 八王子の環境の現状と取り組み  

 

第１節 水環境の保全 ― 清らかな流れを求めて ― 

 

１．水環境の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注 1 ＢＯＤ ：有機物による河川の汚染度を示すもので、数字が大きいほど汚れが著しい。 

※注2 環境基準：人の健康を保持し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい目標。 

※注3 ＢＯＤ75％水質値：ＢＯＤの環境基準の達成状況を見るもので、ｎ個の日間平均値を数値の小さい 

ものから並べたとき0.75×ｎ番目にくる数値。 

 

市内河川BOD75％水質値（注3）（単位：mg/l) 

河川名 測定地点 75％水質値 基準達成

谷地川 下田橋下 1.2 ○ 

浅川 
中央道北浅川橋 0.8 

○ 
長沼橋下 1.2 

城山川 五反田橋 1.1 ○ 

南浅川 横川橋 0.8 ○ 

案内川 御室橋 0.7 ○ 

川口川 川口川橋 1.0 ○ 

湯殿川 春日橋 0.9 ○ 

大栗川 東中野橋 1.1 ○ 

〇：基準達成、×：基準未達成 

谷地川 川(北浅川 浅  川 城山川
S51 5.9 1.5
S52 8.8 2.4 11
S53 11 1.9 12
S54 12 2.3 8.3
S55 5.5 2.6 9.3
S56 5.5 3.6 10 15
S57 11 4 9.2 13
S58 9.7 5 11 13
S59 10 4.3 10 17
S60 13 4.9 10 15
S61 13 5.3 10 18
S62 12 4.8 8.7 22
S63 13 3.1 7.7 23
H1 13 3.7 8.4 21

H2 13 4.6 9.6 15

BOD年間平均値の推移
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本市は源流を数多く有し、河川や湧水がある水環境に恵まれたまちです。この貴重な水辺に生活

排水が流れ込み市内の環境が悪化したことから、市では下水道整備と生活排水対策を進めてきまし

た。 

その結果、環境省が全国２，５６１箇所の水域で実施した２２年度水質調査の結果、水質改善（増

減率）水域ベスト５に入りました。 

水質の向上をめざし２３年８月までを下水道接続促進強化期間とし、接続促進活動に取り組んだ

結果、接続率は９０．１％（２０年度）から９６．７％となり、清流を取り戻すことができました。

また、湧水量の確保をめざし、子安町の六本杉公園周辺を雨水浸透施設設置強化地区に指定し、

市の直接施工により３９基の雨水浸透ますを設置した他、２９８基の雨水浸透施設の補助を行いま

した。雨水利用の促進と節水意識の啓発のため、雨水貯留槽の購入に対して補助を行っています。

市民の節水意識の高揚により、雨水貯留槽の補助申請件数は年々増加し、２３年度は前年度比１１％

増の１２３件の補助を行いました。 

今後も、豊かでよりきれいな水の流れをめざし、水環境の整備に取り組んでいきます。 



 

２.水環境
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（３）生態系に配慮をした水辺の回復 

   生物多様性に配慮をし、設計・工事を進めてきた川口十二社弁天池の整備が完了しました。 

計６回に及ぶ自然環境調査に基づき、地域の特性を活かした多様な生物が共存できる空間をめ

ざすため、護岸の玉石積みは、目地詰めをしないで空隙を残し、生物の出入りを可能にしました。

水際から岸へと緩やかに遷移するエコトーンの整備により、多種の動植物が生息できるようにな

りました。 

また、要注意外来生物を排除し、本来の生息種が生育できる環境を整えました。 

 

３．評 価 

  環境基本計画に掲げた５つの重点取り組み（水、みどり、ごみ・資源、地球温暖化、教育・学習）

では、分野ごとに毎年度目標を立て、事業を進めています。その目標に対しての達成度や貢献度の

評価結果を３段階の★印で示すとともに、市内部での総括評価及び環境推進会議での相互評価を行

っています。ここでは、「水」の分野についての評価結果を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市内部での総括評価＞ 

雨水浸透施設の設置促進、水辺環境の施策については、概ね目標を達成しており、特に雨水貯

留槽の設置促進、川口十二社弁天池の水辺空間づくり、水辺等の調査では、目標を越えて事業を

展開できていることは評価できる。 

しかし、生活排水対策の推進と水質管理の施策では、公共下水道への接続促進や浄化槽維持管

理指導の徹底において、戸別訪問で周知を行ったものの目標の達成にいたらなかったが、着実に

接続促進は図られていることから、引き続き積極的に取り組んでいくこと。 

＜環境推進会議での相互評価＞ 

事業全般では、着実に推進されていることで評価できる。 

特に、川口十二社弁天池の整備では、用地提供を受け、速やかに「池の周回通路」を設置し、

水辺のアクセスが実現できたことは大きな成果となった。 

なお、公共下水道への接続に関しては、着実に進んでいるものの、河川上流域において生活

排水が一部流入していることから、接続率１００％の目標を達成できるよう引き続き接続促進

に努めること。 

評価 ： ★ ★ ほぼ目標を達成した 

３段階の★印の評価 

 ★   今後、努力が必要 

 ★★  ほぼ目標を達成した 

 ★★★ 大きな成果をあげた 

 


